
評価アドバイザーから見た
中間評価、評価の伴走について



合同ミーティング

全実行団体に評価の重要
ポイントを伝える。

時期的には4月～5月の間

3者で議論

担当POと評価アドバイザ
ーが各実行団体をご訪問
orオンラインにて重要ポ
イントを議論。

自己評価

議論した内容をベースに
実行団体が自己評価。そ
の結果を資金分配団体・
評価アドバイザーとレビ
ュー会にて最終化

2020年度通常枠の「食の物流ネットワーク整備プロジェクト」の評価アドバイザーをきっかけに、2022年度通常枠の「多世代が食でつな
がるコミュニティづくり」の評価アドバイザーを担当しています。

全国食支援活動協力会様の評価活動は、①重要ポイントを合同ミーティングでご説明、②担当POと評価アドバイザーが各実行団体をご訪問
かオンラインにて重要ポイントについて議論、③実行団体が自己評価、④実行団体・担当PO・評価アドバイザーでレビュー会、のプロセス
で構成されております。2022年度においてもこのプロセスで進みました。

2022年度の本事業の重要な短期アウトカムの1つは、「地域で関係者と協議体を形成して食の物流の流れを構築する」です。７実行団体があ
り各地の資源や関係性も異なるため、実施上の課題を抱えていたり、活動をしてもアウトプットにつながらないといったことが起きている
団体もありました。

こうした状況を鑑みて、中間評価は、活動における「課題」を認識し、その改善活動につながるような適した評価体制と検証方法を出せる
ような機会にしようと担当POと話し合いをして決めました。

資金分配団体の全国食支援活動協力会様とのつながり

全国食支援活動協力会様の評価活動の流れ



中間評価のポイント

やスケジュール確認
中間評価計画の確認 自己評価の実施

中間評価のポイントを説明

するセミナーを実施し、10

月までのスケジュールを資

金分配団体と実行団体で合

意します。

5月 6月 7月～8月

資金分配団体の全国食支援活動協力会様でおこなった実行団体の中間評価の進め方

資金分配団体と

やり取りをして

最終化

9月

年度末報告書を元に10月ま

で見通しを確認しながら課

題を抽出し、その課題解決

に向けた中間評価体制や調

査になるように中間評価計

画を話し合いながら作成し

ていきます。

中間評価報告書「Ⅰ.評価計

画」の合意をします。

実行団体が、中間評価を実

施します。

中間評価報告書「Ⅱ.事業進

捗の評価」の記載

実行団体の中間評価結果を

資金分配団体と共有し、フ

ィードバックをうけて最終

化します。

中間評価報告書「Ⅱ.事業進

捗の評価」の合意。



中間評価では⑤⑥⑦の実施状況の分析をおこなっていきます

※実行団体向け評価ハンドブック～中間評価編～P7から抜粋

セミナー資料抜粋



◆理論上の失敗がないか：活動はやりきれてもアウトカムにつながっていない

短期アウトカムのうち、比較的早く確認することが可能なアウトカム（初期アウトカム）の発現はみられるか

受益者や関係者の事業に対するニーズに変化はあるか

事業設計（ロジックモデルを含む）の見直し・改善は行われているか

◆実施上の失敗がないか：活動ができていない/活動がアウトプットにつながらないなど

インプットは計画どおりに調達できているか

活動は計画どおりに実施されたか。実施できなかった場合、改善の努力や工夫はされているか。

活動は、事業計画で想定している支援対象者に届いているか

実施体制やマネジメントは適切か。事業が中断するリスクはないか

関係団体・支援者などとの連携は十分に行われているか

⑤実施状況の適切性

※実行団体向け評価ハンドブック～中間評価編～P7から抜粋

セミナー資料抜粋



⑥実施をとおした活動の改善・知見の共有

※実行団体向け評価ハンドブック～中間評価編～P９から抜粋

セミナー資料抜粋



休眠預金事業では、社会の諸課題の解決のほか、社会の諸課題の解決のための自律的かつ持続的なしくみの構築

を、達成すべき成果、すなわち目標として定めています。

⑦組織基盤強化・環境整備

※実行団体向け評価ハンドブック～中間評価編～P12、P13から抜粋

セミナー資料抜粋



年度末報告書のアウ
トプットの実績値を
見ながら、 10月の
中間評価時点までに
どれくらいできそう
かの見通しを確認を

する。

1

アウトプットの
見通しの確認

2 3 4 5

見通しのお話の中
で、予定遅れや活動
→アウトプットにつ
ながらない「課題」
があった場合は、
Ⅰ .評価計画に記載
し、中間評価におい
てどのように改善案
を練っていくのかを

確認する。

課題の明確化

課題の明確化で議論
された中間評価で確
認したいことが、実
施できる適した人物
が体制に含まれてい
るか確認する。

体制の明確化

中間評価体制によって
どのような調査や検証
をするのかの確認。

実施状況を把握・
検証するために実
施する調査

中間評価結果によって
ロジックモデルと指標
の変更の必要性の判断
をどのようにするか確

認します。

ロジックモデルと
指標の変更の判断
をどのようにする
のかの確認

6月の中間評価計画の確認でおこなったこと





組織基盤強化について
中間評価報告書では、「6. 事業進捗の評価 C.組織基盤強化や、事業活動が円滑に進むための環境づくりがで
きているか。また事業終了後を見据え、活動が継続するための取り組みが進んでいるか」の記載が必要。

この項目には、休眠預金事業終了後の見通しを明確にするために以下を記載するように案内しています。

・法人化の必要性
　→コンソーシアムなどで任意団体の場合、法人化どうするかはこの時点ではっきりしてもらう

・自治体との連携等の出口戦略と、その進捗状況
　→出口戦略はそんなに種類は無いのではっきり明確に宣言してもらう
例）委託事業にする、別の助成金を取ってつなぐ、寄付で足りない分を補充する、助成金・寄付で得られた範囲で事業
規模を縮小して継続する、ボランティア主体で費用なしで実施できるようにする、別の組織に移管する、やめる等

・NPOの5種類の財源をどのようなバランスで得ていくのか、ファンドレイジング計画の作成
　→クラウドファンディング等の記載があれば、準備計画を作成してもらう

・その他、組織基盤強化計画について
　→NPOの組織基盤は多岐にわたるので必要に応じて次ページのアセスメントをご案内しています。　　
　※このアセスメントは今給黎が伴走支援時に使用しているものでJANPIAが提供しているものではありません。
　　関心がある方は個別にご連絡ください。



・中期ビジョン/中長期計画/年間計画
・意思決定の仕組み/会議体/リーダーシップ
・規約、理事会、監事などのガバナンス体制
・不祥事予防と対応準備/災害時の備えと対応準備
・組織らしさ/雰囲気/文化醸成
・リソース配置（財源確保→適切配分→効果的利用）

財務

・関連する他機関や団体とのパートナシップ
・関連する自治体や企業とのパートナシップ
・活動地域の住民や関係者とのつながり
・当事者やその支援者とのつながり

・スタッフ/プロボノ/ボランティアの採用
・理事/監事/アドバイザー人材の確保
・知識/スキル/ケイパビリティの獲得支援
・キャリアアップ支援
・労務管理、働きやすい環境整備
・給与、福利厚生　等

マネジメント

　・経理、会計体制の仕組み化と安定運用
　・助成金/補助金/委託費の管理
　・認定や公益認定で定められた基準の遵守
　・ファンドレイジング（委託、助成金、寄付等）

NPOの組織基盤

パートナーシップ

人材

・ビジョン/ミッション/パーパス
・アドボカシー/啓発活動/広報
・寄付者/ボランティアとのコミュニケーション
・活動領域/ポジション
・代表やメンバーのカリスマ性や人間力
・団体設立や受益者のストーリー

ブランディング
（社会的な価値、他団体との差別化）

NPOの組織基盤は、ブランディング、人材、マネジメント、
財務、パートナーシップと５つの領域にわけられます。定期的
に棚卸しをして絞り込んで強化していきましょう。



チェックシートをエクセルでご用意しています。

組織基盤チェックシート



組織基盤を棚卸しするためのワークシートの各項目をよく読んだ上で、①強み・弱みを分
類し、それらの②方針を考え、方針で強化するとしたものを③いつ強化するか考え、強化
するとしたものの④行動案を記載してください。

強み・弱みを分類

それぞれの項目毎に、列「強
み・弱み」にて、

やれていて強みだ
やれてはいるが普通
やれていなくて弱みだ
やれていないけどまだ早い
に分類していく

方針を考える
強み・弱みとして分類したも
のに対する方針を列「方針」

にて、
強化する
維持する
何もしない
やめる

に分類する。

いつ強化するか
考える

方針で強化するとしたもの
を、列「いつ強化するか」

にて、
今年の重要課題
来年以降に強化する
いつかできたらいいな

で分類する

行動案を考える

方針で強化するとしたもの
の行動案を列「行動案」に
記載してください。

組織基盤の棚卸し方法



ご質問がありましたら
この後の質疑応答の時間にお聞かせください

Q&A



情報提供

ホームページ NOTE 公式LINE

ホームページ： HTTPS://WWW.TATSUOIMAKYUREI.NET/
公式LINE： HTTPS://LIN.EE/YILKUCI
NOTE： HTTPS://NOTE.COM/IMAQ


